
 

 

 

  

 

 

 

２学期が始まりました。夏休みはリフレッシュできたでしょうか？楽しかった夏休みの思

い出をぜひ教えてくださいね！生活リズムを整えて、新学期をスタートしていきましょう。 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 新学期が始まりましたが、起きる時間、寝る時間は、学校モードに切り替えられたでしょ

うか。まだ夏休みモードの場合は、まず、「朝ごはんをしっかり食べてから登校する」とい

うことを目標にしてみましょう。朝食を食べると、眼が覚め、活動しやすくなり、夜はぐっ

すりと眠ることができます。また、朝食を食べるために、早寝早起きの意識も高まります。 

 まだ暑い日も続きそうですので、規則正しい生活を送り、心も体も元気に過ごしていきま

しょう！ 

 

 友達と会えたり、授業を楽しみにしている人もいれば、悩み事や不安がある人もいるかも

しれません。 

 みなさんの周りには、家族や友達、先生方、心の相談員、スクールカウンセラー等、みな

さんを支えてくれる人たちがいます。自分では解決できないことは、一人で悩みを抱え込ま

ず、相談してみましょう。考え方や生き方の幅が広がり、気持ちが軽くなるかもしれません。 

 悩み事や不安があれば、保健室にもいつでも相談しにきてください！ 
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７/１8（木）に NPO 法人骨髄サポートバンク新潟の齋木 

桂子様がお越しくださり、「骨髄移植を通して命について考え

る」をテーマに講演会を行いました。骨髄移植をした息子さん

のお話を通して、“今普通に生活できていることがいかに幸せ

か”を改めて考える機会になりました。 

 

 

１年生 ● 今回の骨髄移植の講演を聞いて、自分は白血病について関心をもちました。話を聞いていて、

○×クイズの中での白血球にはそれぞれ個人によって形が異なったり、兄弟でも白血球のかた

ちが違って骨髄移植ができなかったりと、いろいろなことをこの講演で知ることができ、とて

も聞いてよかったな、と思う体験になりました。 

● 私はがんのお話を聞いて、がんは身近にあることを知りました。来年、来月、明日にでも、

自分や自分の家族が、がんにかかると思うとすごく怖いなと思いました。それに今でもドナー

を待ち続けて、苦しい思いをしている患者さんがいると思うとかわいそうで、何かできること

はないかと考えました。私もそんな患者さんたちのために、五年後骨髄バンクに入って、苦し

んでいる人のために、提供をしたいです。そして一人でも、二人でも苦しんでいる人を助けて

いきたいなと思いました。 

２年生 ● トラック分の薬を飲むという話を聞いてぞっとしました。手術は大変なんだろうと思ってい 

たのですが、手術１週間前から薬を飲んで放射線を浴びて具合が悪くなっても続けなければな

らないことを今回の話を聞いて初めて知りました。とても辛いし苦しいだろうと思うし、自分

では想像できないほどの苦労をしたのだと感じました。それだも元気になるために治療を続け

る姿を見て、私も学校のテストが嫌などと言ってられないなと思いました。 

● ドナーを見つけるのは、とても低い確率で助からない命が多いかもしれない。ですが骨髄バ 

ンクに入ることでもしかしたら助けることができる命があるかもしれないということと、実体

験を聞いて、ガンは、しゃべることができなくなってしまったり若くして他界してしまうかも

しれないとても恐ろしい病気ということを知りました。これからは、ガンに対する意識を高く

し、過ごすことが大切だと感じました。そしてガンは、他人の病気だから関係ないとかではな

くみんなが支えあって治そうということを意識することが、大切なんだなと考えさせられまし

た。今日は、本当にありがとうございました。 

３年生 ● がんは誰でも発症してしまう危険性があり、ときには命を不平等に奪う病気だという話が 

印象に残りました。ぼくはドナーの登録ができませんが、どこかで人の命を救うのに役立つこ

とができるよう、勉強を頑張って、いま当たり前の生活を大切に生きていきたいと思いました。 

● 今回の授業を通してがんや白血病の怖さや命の大切さについて改めて知ることができまし    

た。自分にしか救えない命があるかもしれないと知ることができ、とてもいい経験となりまし

た。健康な体であることに感謝して生活したいなと思いました。 

 


